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　18世紀の終りから19世紀中頃近く迄ヨ・一・ロツパ　　もぎ’〕る）について1彼の轍つて浪漫滋’1’畝り精

金体にみなぎつた衰omantikは単に文学だけでな　　紳の傾向を覗いてみることに：す砺

く，宗敏，暫・単，科学等文化企体に亘る支配1｛1勺な　　　1｛einrich　vc、n　Oft¢rdil圃螢n　lよヨ1…人1ウ聰）王漁inri¢h

思潮であつた。蜘こ独乙はその臨蔦ll姫結びつい　が彼‘り蝿肋’・獅伽・花騨嘱溜》桝ご1嬉肌

て見事な開花を示し，同時代及後代の受けた影響　　て費くErwartung　（期1加な・指付けら1れぬ鼠嬉醐

も深刻で，之に対する功即の批欝1そのものが，亦　　：部と，Erfli　llunsr（雲現）と名付け旺，・1砿豊箔嵩蔀

多くの間題を提示している。とまれ，文学につい　　とから成立つているRoma1γ1瀞，るζ，しかし箔瓢

てみれば，作品の上には優れたものを残したとelk　部に於て・滝い花が見出され菰認二野あつねが’作

言い難いが，近代文化の上に自我な解放しコよ術と　　蒋Novalis（Friedrich　vぐm　Hard¢黛1）吐3rゆ　o’：花の

輔の覗野を無限に拡げた功績はノくきく謝礎れ　短い蝉ll（17　7k）　・・一・　：　S，O　L）と共に戸豪勲覇淑し

るべきであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　旧残された錦二部の前｛ドと彼の覚之轡呂ご。毒1つて

　この歴史の一時期を飾つた浪漫主義はどのよう　　齋層よその結末はオδ㈱ろげド1窺いしることが出廉

な世界観を，如何なる心的機構の基習の上に展開　　るに過ぎプよい。

していつたのであろうかo　　　　　　　　　　　　　Heinrichは夢を欝現するのであゐが一1茄芋臨被

　世界を，吾々の感覚に現われ，筈々の悟性によ　　の内d・の成掻がこの夢にjlつて嬌媛せしめll浦篭・る

つて認識される像以外の何物でもないとすゐ絶対　　のである。即ち彼が成擬し発腿しな時，鰭の！駅勲

的実在論を根本鵬儒とする啓i蒙主義に対して，疾　　力となつたi夢の世界に現突として永久にぎ孤ちうる

風怒濤運動に初まり，古典主義を通じ浪漫主義に　　のである。…denn　ich　f｛ihle　es，　daβer　（der

i到つて，感覚界の1暫匪的な解釈では到底明かにさ　　Trauin）in　meine（Heinrich）Seele　wie　eill

れ得ない世界の内奥の像に触れうる唯一の道は　　weites　Rad　hineingreift，　und　sie　in　mllchti菖¢m

Phantasieであるとする確僑が之に対立する。即　　Schwunge　forttreibt．と蓮べていやのは，麟が柵

ち合遡主義，i爽在主義の束縛から自己を解放する　　性にょって割り切り得ない精llll！の力な瞬鎮してい

揚合にのみ吾々は世界理解の能力を獲得するo科　　るのであり，単癒るNovali＄の偶然の，思いつき耗

学ではなく詩によつてのみ，物の輿の本体への門　　依つて，夢をもちだしたのでばなくて，この嬰の

が開かれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中の精耐1の職由なジ1追翔に，無蠕ξ乾燥な搭セ1三にっな

　このような確信と契現を，浪漫主義は作品の上　　がれた文学を解き放つて，単なる自然の膜餓‘酬柔

でどのように描いたか，彼らの田：界を反映し啓示　　なくて，詩・人の豊かな想1象力の創遊物、堀寅噺な

する筈の文学はどのように展開したか。こxでは　　く，詩であろうとするに揮i応しい灘勘鳶あつたか

Novalisの代表作であり・浪漫派の代表作の一つ　　らであゐ，このLeitmotlVは数多くの挿譜や未褻

であるHeinrich　von　Ofterdingen（一般には育い　　の［ti：界を貫ぬいて，未う誉に絡つた第二二部1謬；1・・）て

花の名で呼ばれているが，この呼び名は，或る意　　＄現するのであるう例えば，　Ist　nllr加Mute

味では・浪漫主義に対する憲味深きAIlegorieで　　wie　ill　jenem　Traum　beim　Anblick　der　blauen

＊独逸語研究簸
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wle ?氏@Wrtte「エe｝zcht・・i・ihm．・・he・と記し・名イ敵いるのであ砿M。。、。の｝燃、　Die

てV D’@＞S・更にN°tエzen卯・…AII・s　bl・・e・・V・rm・・h1・ng　d・・J・h・・e・t・nと鵬のつ、、巌め

容灘隷驚3豊撚凝蹴1騰脇器瓢il認・1認豊留盤L㌦

▽andelt　we「de吐叢す・のであ…れ・のの醗剛し塒世界（。自然）を禰、調襯

隷饗器1調蒲認鷹；ヨ轟1織認詳騨愚謙，諜
゜「ganlﾂch　we「den・k，肉体力禰儘・・な磯地・糊・れる。・の勲E、　i，，　h、、、s，　b，9r，，f

奮W1「habeワzwe1　S・・t・m・…　Si・n・・，1i・h，　warum・m　E。de　alles　P。esi。　wi，岬i，d

dlel　s° xe「rchlede畔au・h　ersche・…，…h・i・h・di・W・1・・m・。d，　G。m，、，，として

畿離二誰・留膿饗器1「濫、呂講描鰯聯瓢濃
lllf識1髣??E濫1擁1濫：釜：黙1薫誘閥瓢鯛禰鑛妻翻茜象

゜de「M°n°t°nie　bilden・Der　Ob・・g・・g…　搬き瀞的哲軸縣艘起するN。vali，は
璽゜n°t°nie．zu「Ha「m°・i・wi・df・eili・h　d・・ch　D・・P・・・…s・，h・di。　N。，。。　b，sser　wi。　d董

魏羅囎器蹴農濃灘毫糠、難鷲自織
dlent　dαK°「pe「de「S・e1・・d・・d・・G・i・・er　sc可搬するK・n・帳・肱悟舳に把握された

畔…として・Magi・の時代剛つ・肉体醐麟禰懸の麺をなでまわ棚上咄ない。

1離鳶欝認諜勢認1濫識欝労、獄濤濃錦懸鵬
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　　かけり・行くMagische丁dealismusへの確信を深　　となることな示すのである。豚眠中には蝉に無意

　　めるのである。　’　　　　　　　　　　　　　識に支配しているのに反して（｝em｛itの世界に於

　　　Phantasieの自由放奔に活動しうる領域一地上　　いては目醒めていて塑靴みうるカを精紳は拮もう

　　の，現暴の如何なる法則，如何なる関聯からも解放　　ると，薦えるのであるo従つてEin　Ml乞rchen　ist

　　されたMagieの領域一一切の世界がその傑を，　eigentlich　wie　ein　Traumbild　一一　oline　Zusammen・

　　一切の秘密が打明けられるのであるが，これらを　　hang　－Ein　EnSeml）1e　wunderbarer　Dinge　und

　　啓示すべき文学の形式として，Mllrchenな最高の　　Begebenheiten－一…die　Natur　selbstと習う不可

　　ものとして潴えるのである。　Das　Miirchen　ist　、思、議な票物や事件が調和する，自然そのもの正：の

1禽1eichsam　der　Kanon　der　Po磯e…alles　Poetische　食一の1伏態に，｝1矯る夢とMiirchenに啓示され

　　muβmlLrchenhaft　sein．と彼ばFragmenteに　　ブd，のGemiitの111：界一Magieの時代と暫つて

　　述べているのである。Mitrchenの世界にあつて　　もいxが一は，構叢の相遽ではなくて，人闇的段

　　は，自然も人間も並列するのであつて識がd・・階の櫨である・Oft・・di・gen　e；＝」ill＞いてもIlein・

　　hδhere　lchの反映に過ぎないkpく，自然の現契的　rich　l澗し・花においては測靴予見するセこ濫yな

　　Nも，真の自然の反映にすぎない。この輿の自然　い段階の人間であ㍍Hein・ichは成畏L，、未来の

　　と合「したMagieの1伏態は，即ちdas　hδhere　　枇界（Roman第二部）に到つて，彼の精紳は，

　　IChに外ならない。このような状態な啓示すべき　　相ZT．1こ何ら行爲し合えぬものを関聯づけることの

　　丈学としてMiirchenが文学の規準として挙げら　　と1・【来るAssoziationssubsta脳となり，何物へも浸

　　れたのは当然であろう。　　　　　　　　　　　　透しうる故にunser　Geist　ist　ein　Verbindungs・

　　　丈学が観念の表現であるとする彼にとつて，現　　glied　des　vi’Sllig　Ungleichenとなりうるのであ

　　実を単に模徽する散文的な．ものを極力緋除して　　る。Novalisほ覚え轡では，　Menschen，　Tiere・

　　Poesieを察現することが一切であ・つた。従つて，　　Pflanzen，　Stein　und　Gestime，　Flammen，　Ttine，

　　ti　’一テのWilhelm　Meisterが日常の‘散文の世界　　Farben　m｛issen　hinter　zu9．　ammen，　wie　e　i　n　e

　　を取扱つていることに対して，彼はOfterdingen　Familie　oder　Gsellschaft，　wie　in　G　eschIecht

　　を以つて之に相紺し，之に答えようとしたのであ　　handeln　und　sprechen．　と述べていゐ。従つ

　　る。　　・　　　　　　　　　　　　tt　　　　　てHeinrichが太陽の国を破壌し，とか，夜と綴i

　　　この中で・従つて，夢の世界が取扱われるの　　をならべる，如きは正にAssoziationSSubstan翅と

i、｝ち悟性を超絶した詩的現実を表現する適切な材　　なることである．AssoziatiOnが行われる世界な

　　料であり，しかも夢の世界そのものの描写は，　　習汝は夢の申に予感するn麟の来粟の批界との親

　　Poesieへの橋として，悟性的な現爽的な一切の聯　　近性の・1改にMhrchenと呉に，夢は人闇に対して，

　　関から自由宅ある類似性の故に璽要であり，こs　　これらのものへの啓示を與えることが出来るo又

　　では単に未来の・爽現すべき世界への予感がある　　先にものべた如くEin　Ensemble　wunderbarer

　　だけ’に過ぎないが，Der　Traum　ist　oft　bedeutend　　Dinge　und　BegebenheitenとしてAssoziatiQnの

　　und　prophetisch・・一であつて，　Der　Traum　　主休となりうる精紳の歌態は、‘…ohne　Zusammen

　belehrt　uns　auf　eine　merkw姻ige　Weise　von　　hang，　jedoch　mit　Assoziation，’wie　Triiu；ne．”

　　der　Leichtigkeit　／unserer　S　eele　in　jedes　Ob’．iekt　と，夢と未来の世界＝Mltrche募は細榔にi臼l

　　einzudringen・－sich　in　jedes　so91eich　zu　ver一　　る造一致しているのである。従つて彼は，単に

　　wandeln．かくの如き夢に於いて予感的に示めさ　　Heinrichだけでなくて，この枇界の獄的も，こ

；れる禰の闘性は一・Ofterdi・g・・の継におけ　の夢の予感の獺であるP・esieFのtrPtであると

i　るGern費tの世界，，時と場所の区別を止揚し，死　　考えているのであるb第二部胃頭のAstralisの
F

　　んだ対象が動ぎ，動物が物を言う詩的現実が可能　　詩には，
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　　Die　Welt　wi・d　T・aum・d・・T・aum　wi・d　W・1・d・nke。，。i。b，d，。tsam，，　Rlβi。　d，。9，heim。i，．

　　Und　wa・卿glaubt，　es　sei　g…heh・n，　。。II，。．V。，ha。只i，t，　d，。　mit　t。。s。。d　F。1t。n　in

　　と、歌い・　Fragi・en・・でetl，　・Unse・・L・b・・i・・kein。。，，，　Tnn，，es　he，ei。f、、llt？、とH。i。，i、hの諜、、

T「aum｛船er　es　s・ll・・d・wi・d・i・II・i・ht・i…　更、。．．．Mi、h　de。kt　d，，　T，。um、　ei。　S。h。伽，hr

・we「den・岬している・　　　　　9。ge。　di，　R，9elmiteigk，it、maα，wδ1mli、hk，i，、

　　　しヵし．H・in・i・hが蜘・％さめたと・ろ敵のd，、・Leb，。，，“6｛。6紬E，h。1。。g　der　g，b。nd，n，n

　醐のeWで焔ようP・・夢の申で1汰決してそのよPhant・・i・，　w・・i…ll・Bild・k’d・・L・b・。・d・rch・

　　触こ酬現輿にはおこらない。カ・，Di・W・lt・i…d・・wi・f・，・・d　di・b・・til。Clig・F。’n・thaftig一

　唄T・aum，　d・・T・・um　wi・d　W・lt．即ち現keit　d，s　Eτw，。hse。e。　M，n、ch。。　d。rch　ei。

．築は糊・となり繍1を・於て可能批と｝棚鋤とf，～・hli，hes　Ki。d，。、pi，1　ul，t，，b，i。ht。（N。。、li，．　1，，h．

、なるのである・Di・P・esi・i・t　das　ecl｝t・Reelle．・ift・・hr・g．・．　P．・（1・ickl・・h。　Bd．エ．9，．104－・le5、

　Je　poetischer・je　wahrer．　と；1う時，彼の世界　　…ohne　allen　i　inn　uncl　・　ZusarnmenhangとEn．，

・・
ｪ鰍するのである・・、　　　　　sembl・、w・。d・・ba・。・Di。g，　umd　B，9，be。h，it，。

　　てxで彼がTraumと言う時，戦cるi麟は，未　　を特徴とすゐMlirchenがより濁い漁味と関連憾

　来の世界を予示するに過ぎない形式でil7，つて，…　　を持つことについて，　Noyalis・鳳hiSheres　Miir・

　’”Ka「ikatu・ei・・r　wunderba…Z・k・・ft　l・騨・h・・謄う概勲凧、，　Ein　hi；herag　Miircl！・n

　ないQ彼がFragmenteの申に述べている麟に就い　　wird　es，　wenn　ohne　den　・Cleist　des　Ml漉hens

　ての彼の魂え』小読の中にii蔓われるi夢との間　　zu　verscheuen　irgend　ein　Verstand（Zusarnmen．

　に・・いさxかの郷庭な感ずるo即ち・die　Freiheit　hang，　Bedeutung　etc．）hineingebracht　wird．

　des　Geistesとdas　Prinzip　der　Assoziationを・　1　ogar　niit21icli．kδnnte　vielleicht　ein　Miirchen

　特色とする夢が如伺にしてその内容を充輿しうる　　werden　P－Fra募menteのpilで逮ぺているが，こ

か・徹H・i・・i・hが詩人として成長するにつれ漁mこNi・ht・i，t　m，h，　g，9，n．d，。G，i，t・d，，

て・鰍・この夢がも噸象の裏が2・にこめられたMiir・hen・、　al・・i・m・・ali・ch・、　F・tum，，ih

深い葱味撚得することを嚇札てV・る・このこ9・・et・1i・her　Zus・mm。。ha。餌矛盾するのである

　とは童話についても同様であるが，作中のKlings・　が，彼はoh　ne　den　Geist　des　Mti．rcheng　zu　ver．

　ohrは詩入として完成しているが故にすでに彼に　　scheuenとつけ加えているし，　kiinnte　vielleicht

　おいては一切のPoesieが実現しているのであり　　とことわつている。

Hein「ichもヌ・未来の僻を獺しうるのであ　漁・henは一切嚇恥関巡ない醐を写
　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さなければならない。何故ならば，自殊そのもの

　　i夢がそのうらがわに深い意味をこめることは、　　が内＃的にもつ秩序とその発展とは，現実の世界

　それ自身矛盾である。しかし，夢をみている歌態　　悟性によつてけ解くこ2のできない像であろう．

　が・翼の自我を自覚したMagieの懸態と形i式に　　この世界繰を解明し理解するチ・めにけ精榊の眼が

　於いて相似しているごとく・時に精榊の内部の真　　必要であり，詩化された相堺緻の理念が詩人の

　の白我一物の本休を・わずかな隙間を洩る光の如　　Phantasieを通じて，創り閏されねばならない。

　くのぞかせることが劾うる・このよ5ts光を含このような鵬は，蜘恥けるSS・7〈の蕨に㈱
　んだ夢を彼はder　hδhere　Traumと1呼んでいる。　し，その内容を予示するものであり，　Klingsohr　：：

そしてこの二つの好例を・wの申に拾つてみる　M｛i・ch・nは，この意味でOft・・di・g・。の結来

とlst　ni・ht　j・d・r・…hd・・臓w・・e・・t・T・a・であり，青し・花の勤堺が，　H。i。，i・hの前V。，

　um・eine　sonderliche　Erscheinu㎎・die　auch　　詩的現実として展開し，　Heinrichの詩入として

phpe　n°ch　an　gδttli・h・S・hi・k・ng　d・b・i・Zu　の伽G・m・itの完戯示すものであり，かくし
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て第二部に移り行くのである。　　　　　　　　　　　Er　fand　sich　auf　einem　weichen　Rascbn　am

　第二部においては，かくの如くしてdas　hiihere　　Rande　einer　Quelle，…と蟹然にHeinrichが膏

Traumに予示された世界が実現するのである。　・　い花の国に身な麗ぎ，　was　ihn　aber　mit　voller

　Ofterdingenを通じて，　Leitmotivとなつてい　　　Macht　anzo9，　war　eine　hohe　lichtl）laue　Blume

る夢はNovalisの世界観の詩的表現であり，　Ro－　　　…とHeinrich　l；L藤：）ことなく数多くの花の申

mantikのGrundideeの端的な褒現である。　…　　　から何か大1きなカに惹かれて冑い花に近ずくので

＿Er　wanderte　Uber　Meer　mit　unbegreiflicher　　あるe

t，i・htlgk，it．とかDi，　FI・t　schi…i・・A・fli；一　このような夢剛永絡磁関描つて｝焼らな

sung　reizender　Mildchen，　die　an　deln　Junglinge　　い。豚絡や連関は・fl三に悟il！1｛の皮配であり低次の

，i，h　a。9，。bli・kli・h　verk（t；・pert・・、薦う．，）・猟　D・s「・hの一一‘数的解釈魍・たらす螺に外lisc

夢の描写はルかし乍ら硯卿）東榔激た柑・自　らない。拶幻の内に予嗣闇るもの一綜舗オ龍

由に飛翔する精榊の軽易惟，一切の相連開し得獄　　　精剥！と世界像の形而上弾的な生が幽る。そして・こ

い事象に膚由に入り込みうるAssozia・　tionの力癒　　　の孟励よ，利り得ない無隈の彼方に，予態し遭い求

見事に氷すものであるにしても，かくの如き傾向　　　めるところに・この不安に心を駆り立てる慨憬

が，何らの抑制もない個人の霊観の放恣な展開で　　は，申世のJl：磁な幌沌とiSC－－Aへ行きつくのであ

あり，この鰍へのPharita・i・な翫燃想のua　る・　　　　　　d952，9・5，）

は，何処にも要定を見出し得オ貧い，満されざる無　　　　　　しiteratur

力感とならざるを1尋ず（正にrOmantische　lrOnie　N。valis　Schriften，　hrsg．　v・n　pau1　Kl・ckh・hn，1928

でなくてなんであろう。）後年浪漫派の詩人逮が　　Dilthey，　W・：Dan．　ErlebniS　und　die　Dichtung　1922

ルネツサンスによつて取戻したil》の霞でも棄てざ　　Ko「ff，　A・lDa5　Wesen　der　R〔⊃mantlk（EinV‘｝rtra戴）Ic）2P

るを褥なくなつた自己崩壌の芽をこ㌧に感ずるの　　Obefnauer，　K　J・：Hdderlin　und　Novalis　1925

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Brandes：Die　romant｛sche　Schule　in　Deutschlanet
である。
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